
　東海理化グループでは、限りある資源を有効に使用して
いくため、製品の生産に使用する樹脂や金属など、さまざ
まな資源の循環利用を進めています。また、生産活動では、
水の使用が不可欠であるため、使用量の低減や水質管理の
徹底により放流先への影響低減に取り組んでいます。

生産における廃棄物の低減

　製品の歩留まり改善や不良率の低減、樹脂・金属廃材の
再利用化、資料のペーパーレス化など、3Rの徹底により、
廃棄物の排出量を低減し、資源を有効活用する取り組みを
行っています。

■ 廃棄物排出量と原単位の推移（東海理化）

物流における梱包・包装資材の低減

　物流に伴う環境負荷を低減するために、梱包・包装資材
の使用量低減に向けた取り組みを積極的に推進しています。
　海外向け部品の梱包に使用しているポリシートおよび
コネクタ梱包用ポリ袋の厚みを、品質を確保しつつ極限
まで薄くすることで、年間2.1ｔの梱包材を低減しました。
　また、コネクタ梱包に使用している段ボール箱の板紙
中心部を強化軽量タイプに変更することで、1箱あたり
の重量を10％低減しました。

プラスチック端材の活用

　樹脂廃材活用PJTを発足し工程内リサイクルの取り組
みを強化しています。さらに、仕入先さまを含むサプラ
イチェーンでの資源循環体制を構築し、工程内で消費し
きれない分は塗装治具に活用、今後は製品材料としても
利用を拡大していきます。

シートベルト端材のアップサイクル

　シートベルト製造工程で発生する端材は、ファッショ
ン小物として再生し商品化に挑戦しています。地元のテ
ントメーカーにも協力を呼びかけ、提供されたテント端
材を組み合わせてデザインにこだわるなど、商品価値を
高め、「サーキュラーエコノミー」の実現に取り組んでい
きます。

水使用量の低減

　メッキ処理工程では、排水の一部をイオン交換塔で処理
した後、工程内で再利用しています。また、半導体の製造工
程では、微細なゴミを除去するために使用する純水の製造
過程で発生する濃縮水や、使用後の純水の一部を再利用し、
水の使用量と排出量を低減しています。

　東海理化グループでは、環境保全を経営の重要課題と位
置付け、環境方針に基づく中期指針である環境取り組みプ
ランを5ヵ年ごとに策定して、活動を展開しています。

環境マネジメントシステムの構築・運用

　各拠点が、継続的に環境パフォーマンスを向上していく
ため、環境マネジメントシステム（EMS）を構築し、外部認
証を取得しています。東海理化および海外生産拠点では、
ISO14001の認証を取得し、国内グループ会社では、ISO
14001の他、エコアクション21の認証を取得しています。

■ 生産拠点のEMS外部認証取得状況

環境リスクの低減

　生産設備や構内作業における環境リスクを評価し、想定
される緊急事態に対して定期的に訓練を行い、資材や対応
手順が有効に機能することを確認しています。2021年度は、
環境異常・苦情の発生はありませんでした。

ビジネスパートナーとの連携

　当社および海外拠点各社では、グリーン調達ガイドライ
ンを定め、環境保全に対する考え方を理解していただくと
ともに、グローバルで環境マネジメントの強化を進めてい
ます。当社では、仕入先さまで組織する協力会の会員会社
に対して、法改正情報や省エネ事例、環境ヒヤリ事例を共
有し、仕入先さまと双方のレベルアップにつなげています。

　また、社内の省エネキーマン育成の場である「省エネ道場」
を仕入先さまにも開放し、省エネのノウハウを伝授してい
ます。サプライチェーン全体でカーボンニュートラル達成
に向けて、連携を進めていきます。

環境情報の開示

　CDP（カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト）によ
る気候変動質問書、および水セキュリティ質問書への回答
を通じて環境情報を開示しています。また、2021年4月に
はTCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）の提言へ
の賛同を表明しました。環境に関する詳細データは、別冊
のエコデータファイル、および当社ウェブサイトで公開し
ており、カーボンニュートラルに向けた施策とともに、関連
情報の開示を進めていきます。
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